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端  西アフリカ収集調査雑記

西アフ リ力収集調査雑記

端 信  行*

 1.ダ カ ールにて わ たしが,西 アフ

リカ西端 の申心地 ダカ0ル の国際空港 に

お りたったの は,1975年8月30日 の夕暮

れで あった。入国手続 きをす ませ,税 関

を出る と,例 によ って,ワ ー ッとポー タ

0や タクシー運転手が む らが って くる。

荷物 を もって自分 の車 につれてい こうと

す る。 それ を さえ ぎってタクシー代の交

渉 をす る。 だんだん 闇が せ まって くる

と,あ ま りゆ っくりとか まえて もい られ

ない。 ようや くに して ダカール市街へ向

った ときは,あ た りは濃紺の闇に包 まれ

て しまっていた。わ たしの アフ リカは,

いつ もこ うしては じまる。

 パ リか らはエ0ル ・フランス機 でダカ

ールに向 ったのだ った。 この便 は,ダ カ

ールか ら リオ ・デ ・ジ ャネイ ロ
,サ ンパ

ウロに向 うもので,乗 客 はブ ラジルへ向

う客 がほ とん どで,ダ カールでお りたの

は,ほ んの数人 だ った。パ リ=ダ カ0ル

が6時 間,そ してダ カール=リ オが6時

間。ダ カ0ル は,ま さし くヨmッ パ と

南米の中継地 なのであ る。
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 暗 くな って街へ はいる と,ホ テルさが

し もなかなか思 うよ うにいかない。 だか

らわ ざわ ざ早朝にパ リをたつ便 を えらん

だの に,そ れが遅れに遅れて,こ んな時

間 になって しまったのだ。 ダカ0ル の 目

ぼ しい安 ホテルはどこ も満員 とい うこと

だ ったが,よ うや く3軒 目で部屋 をみつ

け る。 それ も冷房 なしの部屋 であ った。

冷房 つ きの 部屋 は,料 金 が 倍 になるか

ら,と て も出張費 が もたない。食費は あ

ま りけずれないので,せ めて部屋代 で と

い うわけであ る。だいたいにおいて,ダ

ヵ0ル にか ぎらず西 アフ リカはホテル代

が高 く,普 通 に 旅行 していて,パ リの

1.5倍 は す る。

 ダ カ0ル の第1夜 は,蒸 し暑 さや ら天

井 か らアブ ラムシが落 ちて きた りして,

あ ま り熟 睡で きなか った。西 アフ リカで

の収集調査 は こうしてはじまった。

 ダ カ0ル に着 いた日の翌 日は日曜 日で

あ ったが,博 物館 は開いてい るだ ろ うと

思い,早 速 たずねてみた。 しかし日曜 は

休館 日で も ない のに 門 は とじ られ てい

た。中には門衛 しかお らず,聞 いて も,

今 日は閉 っていてだれ もいない とい う。

明 日 もう一度来 いとの ことなので,仕 方

な く街 の方 に足 をむけ,足 で土地 を覚 え

ることにす る。

 ダ カ0ル の街 は,よ く知 られてい るよ

うに,西 ア フ リカの西端 に位置 し,そ れ

も大西洋 につ き出たヴ ェル デ岬の陸 けい

島に立地 してい るので,博 物館の建物か

ら500メ ー トル も行 けば海岸 に出 る。 そ

れは実 に雄大 なながめであった。風が強

く,20メ ー トル近 い比高 を もつ岸壁 に高
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い波が くだけていた。

 街のほぼ 中心 にある中央市場 の近 く

に,木 彫 りの人形や仮面を中心にした土

産物屋がズラリと軒をならべている。今

回の調査目的が収集であるだけに,2,

3軒 をひやかしてみる。土産物屋だか ら

研究資料 として よいようなもの は少な

い。しかし彼 らの生態や情報は興味深い

点が多 く,つ い時間をすごす。その近 く

の横路をはいると,銀 細工の店や作業場

がな らんでいる。 この銀細工に代表され

る金属細工では,ダ カ0ル は西アフ リカ

の中心地のひとつだ。おそらくこの・一角

だけでなく,こ の街のあちこちにこうし

た区域があるにちがいない。

 街を歩いてみると,ダ カ0ル 市街は明

らかに他の西アフリカの代表的都市と異

なる景観と匂いを もっていることがわか

る。あえていえば,そ れはアラブ的な匂

いである。市街の道はばはせまく,細 い

小路をいくつももっている。道はばがせ

まいので,小 路を歩 くと,両 側か ら白い

シックイの 壁が せまって くるようであ

る。こうした景観は,ヨ ーロッパ人とく

にフランス人の建設によってできた都市

にはないものだ。 小売商店 などを み る

と,ほ とんどが アラブ系 の 人びとであ

る。わたしはかつてザンジバル市街を訪

れたことがあったが,そ の時の情景を思

い出していた。

 月曜日からは精力的に動きまわって,

収集の可能性を調べた。日本大使館では

荒木大使 と面会することができ,わ たし

たちの国立民族学博物館の設立と活動を

説明し,協 力を依頼する。大使は快 くそ

の趣旨を受けいれ られ,あ とは文化担当

の飯沢書記官 と収集ならびに輸出の方法
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を調査 した。

 同 時に,ダ カ0ル 博物館 を再訪す る。

博物館 はあいか わ らず閉 っていたが,通

用門か ら中にはい り,案 内を こう。 そこ

で ようや く学芸員 の8・ チ ャム氏に会 う

ことがで きた。 彼 は イコム の 国際会議

で,そ の時 日本か ら出席 してお られた広

瀬鎮 氏 と も会 った とか で,大 いに相談に

乗 って もらった。裸足 のチ ャム氏 とは2

日間にわた り,博 物館 の前庭 のベ ンチで

情報交換 をすることが で きた。ただ博物

館 は,今 電気系統 の故障 とか で,結 局,

満 足 に 見 学 で きなか った。 この 博 物館

は,か つてのアフ リカ研究の中心のひ と

つ黒 ア フ リカ研究所(IFAN)の 施 設 で

あ ったが,今 はダカール大学黒 アフ リカ

研究所 の付属 とな ってお り,大 学 と結 ば

れ ている。 それだ けに故障に よる閉館 と

は。

 こ うして得た情報 に よると,収 集調査

とい う点か らすれば,ダ カ0ル は極 めて

条件が悪か った。 それは輸送の困難 さに

よる ものであ った。チ ャム氏 の話 では,

収 集品 を荷物 として輸出す る場合,博 物

館 の許可が必要 との ことであ った。 チ ャ

ム氏は その実 務担当者 として,わ た した

ちの活動 には大いに援 助 しましょうと言

って くれ た。

 しか し輸送については,ま ずダカ0ル

か らは 日本へ向 う直接の船 便がないので

あった。 したが って 日本向けの荷物 は,

1度 ヨ0ロ ッパ(フ ランス)に もどり,

そ こか ら再 び日本向 けに輸送 され るとい
               

う。 これ によるとダカ0ル で積 み出 して

か ら日本に着 くまで,半 年 ぐらいはす ぐ

かか って しま うとい う。年 度末の3月 末

日までに,収 集品を館 にお さめなければ
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な らないわた しとしては,と て も荷物 を

出せ ない。

 さ らに不運 な ことには 日本か ら出 して

おいた連絡 もうまくい ってお らず,船 会

社 では運賃の後 払いはで きない との こと

であった。 これには 日本大使館 もず い分

骨 を折 っていただいたが,ど うして も駄

目であった。 こ うして船便 はまず あ きら

めねばな らない ことにな った。

 次 に 航空荷物 で送 る 方法 を調査 した

が,ダ カ0ル 支 店 を もつ各 ヨ0ロ ッパの

航空会社 は,い ずれ も運賃先払 いでない

と航空荷物 は受 けつ けない との ことであ

った。 これは とて もで きる相談 ではな

い。 収集費 の半分が 運賃 で とんで しま

う。 この航空荷 物は先払 いでなければな

らない とい うことは,西 アフ リカ全域 で

そ うなの で,結 局,次 の訪 問地 であ る内

陸国 マ リか らは,直 接,日 本 へ輸送 す る

方法 がないことにな った。

 ダ カ0ル の 日本大使 館には,収 集 のた

めに 必要 な ら倉庫 をつか って もよい と

か,万0手 続 きに 臼数 がかか って も運送

手続 きさえ わたしが 責任 を もってやれ

ば,あ との 処理 は お手伝 い しま しょう

と,い ろいろの 準備 を 考 えていただい

た。 しか し輸送手段 とい う根本的な とこ

ろで暗礁 に乗 りあげてしまった。博物 館

のチ ャム氏 もし きりに残念だ と言 って く

れたが,っ いにど うす ること もで きず,

ダ カ0ル での収集 は断念 した。

 2. バ マ コか らアビジャンへ 9月3

日は,ま だ暗 い5時30分 に起 きる。6時

ちょうどにホテル のフ ロン トへお りる。

前夜,今 朝 の6時 に タクシーを言 ってお

いたが,フ ロン ト番 の男 は地面 に布 を敷

いて,ち ょうどイス ラムの朝 の イノ リの

最 中であった。声をか けるわけに もいか

ず,し ば らく待 っていた ら,そ の うちタ

クシ0が 来た。す ぐに ダカ0ル 郊外 の空

港 に向 ったが,フ ロン トの男はまだ イノ

リを続 けていた。

 ダ カールか ら マ リの 首都 バマ コ まで

は,飛 行機で1時 間半た らず。空 港で入

国手続 き を や って いた ら,う しろか ら

「ジカンガナイ」 とい うつぶや きの よう

な 日本語が聞 こえる。ふ りかえる とひ と

りのア フ リカ人だ。 バマコでは この男 ム

サが,何 か と案 内をして くれ ることにな

った。 この男,本 職 は タクシ0運 転手。

時 お りバマ コにや って くる日本人 には,

か な らず とい っていいほどつ きあ ってい

るらしい。今 までの わたしの経験 では,

時 どき,日 本人 の気 こころを うま くつか

む アフ リカ人 に出会 うことがあ るが,ム

サはそのよ うな男の ひ とりだ った。

 バ マ コの町 はずれ にある博 物館 には,

若 い責任者Y.ク リバグ君がいた。 ダカ

ールで もそ うであ ったが
,館 長 は休暇中

で,バ マ コにはいない との ことで,も っ

ぱ らこの青年か ら情報 を得 る。 しか し収

集 品の持 ち出 しについては自分で はよ く

わか らない とい うだけで,詳 しい情報 は

得 られ なか った。 そ うした ことは,す べ

て館長が知 ってい るとの ことであ った。

 この博 物館 は小 じんま りした2階 建 て

で,1階 が展示室,2階 が事務室 とな っ

ていたが,こ こ も展 示室 は閉 っていた。

理 由をたずね ると,電 気 がつかない との

ことで,今 は雨期だか ら閉め きってお く

のだ とい う説明 であった。 しか しわ たし

には特別 だと言 って,扉 は もちろん窓 も

全部 あけて見学 させ て もらった。かつて

は フランス人 の研究者 もいた らしいが,
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今 は全 く手が加 え られてお らず,そ の研

究者が指導 して作製 した らしい住 居の模

型が,7点 ばか り ほ こりを かぶ って い

た。他の収集品 も未整理 の ものが多 く,

それ 自体,収 蔵展示のお もむ きをみせ て

いた。

 わ たしが滞在 中の バマコでは,毎 日,

朝 か ら夕方 にはげしい風雷 をと もな う雨

があ り,内 陸 の 雨期 の 様相 を示 してい

た。 そのため,町 中の道路 はほとん ど泥

道 とな り,水 はけの悪 いと ころは大 きな

水 たま りとな り,町 を行 く人 の足 は うば

われが ちであ った。 それで も町 中に数 ヵ

所 以上 もある市場 は,変 わ りないにぎわ

いをみせ ていた。 こ うした市場 のにぎわ

いをみている と,い つ もわたしは,ア フ

リカ人 はある意味 においてみな商人だ と

思 った りする。 アフ リカの市場 の役者の

ひ とりは,ア フ リカの女 たちであろ う。

英語 圏ではマ0ケ ッ ト・マ ミ0と よばれ

る彼女 たちは決 して商人 ではない。亭主

もいて子供 もい る主婦 なのである。主婦

であ り,か つみんなが市場 の売 り手に な

る。 もちろん 日々の生活 の糧 を うると,

そ れはたちまち買 い手 に変 わる。野菜 の

売 り場 の売 る女,そ して買 う女 。 その表

情 はアフ リカ独特の ものが あると思 うの

は,わ たしのひ とりよが りだ ろ うか。

 ア フ リカ社会 は市場 をひ とつの結 び 目

として,交 換 が 相互 に入れかわ りなが

ら,き わ めて細か く発 達 してい ると思 わ

れる。 また別の言い方 をすれば,自 給的

であ りなが ら分業的で ある。全体 として

そ うい うし くみが,よ く発達 して いるの

だ と思 われ る。

 バ マコの名物の ひとつは,街 路のあ ち

こちで 行 なわれ てい る 手織 り風景 であ
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る。わた し も今 回,フ ルベ族 の人 たちの

それ をゆ っ くり観察 す ることが で きた。

あ る1日 の午後,フ ルベ族 の織 り人 と話

してい るときも,急 に空が暗 くなって き

た。 それで も彼 は仕事 をやめ ようとしな

い。20メ0ト ル も織 り糸 を引 っぱ るので

雨がふ って きた らどうす るのか と思 って

いたが,彼 は雨 がひ と粒か ふた粒,落 ち

て くるか こない その瞬間 に,パ ッと走 っ

てい って張 りつめていた糸 を うでに巻 い

て もどって きた。 それは まるで, 自然

を熟知 しているかの ような しぐさであ っ

た。 乾期 な らい ざ知 らず,今 の時節 に

は,こ うした雨 の合間を惜 しんで仕事 を

つづ ける もの らしい。彼 らの手織 りを観

察 していると, その 技術 の記録 とと も

に, そ の 労働 にたず さわ ってい るとき

の,こ まやか な気 くば りさえ も,そ れ を

と りま く文化 として記録 されね ばな らな

いと思 われ た。

 いずれ にして も,バ マコでは まだ収集

に機熟 さず といったところで,次 の訪問

地 ア ビジ ャンに向 う。象牙海 岸の首都 ア

ビジ ャンは,そ の経 済活動 を背景 に,西

アフ リカ西部の中心地 の地位 を占めつつ

あ り,ダ カ0ル よ りも条件 は よいであ ろ

う。収集調査の期待は そこに集 中 した。

 3. ア ビジ ャンで収集調 査 バ マ コか

らアビジ ャンへは,便 の都合 で,コ ナク

リ(ギ ニ ア),フ リータウン(シ エ ラレオ

ネ),モ ン ロビア(リ ベ リア)経 由 とな っ

た。午後 にバ マコをた った ものが,ア ビ

ジ ャン に 着 いた時 は,深 夜 にな ってい

た。入国手続に手 間 どって,そ の夜 は空

港 ホテルに泊 まることにな った。

 翌 日は早速,日 本大使館 に出向 き,中

村代理大使,森 アフ リカ開発基金理事代
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理,北 沢書記官 らにお会 いし,ア ビジ ャ

ンの諸事情 を聞いた。 それ によれば,ア

ビジャンは ダカール とはちが って,日 本

の各商社 の支店 もあ り,日 本 との取 り引

きがあ るので,日 本船 が 来てい る とい

う。またそれ らの船 も西 アフ リカか ら直

接 日本 に向 うので,積 み出せ ば1ヵ 月半

ほ どで荷物 は 日本 に着 くとのこと。 こ う

した事情 を聞いたので,ア ビジ ャンに し

ば らく滞在 し,民 族資料 の収集 に着手す

る決心を した。 さらに大使館 に協 力 を依

頼 し,快 諾 を得 た。

 ア ビジャンの博物館 の 館長 であ るB.

オ ラス博士 は,日 本 ファンの方 として知

られてお り,日 本 で象牙海岸の諸民族i資

料 の展覧会 を2度 にわたって開催 に努力

された方 である。今回 のア ビジ ャン訪問

にあた っては,オ ラス博士 の援助 もか な

り期待 されたのであ ったが,わ たしが ア

ビジャンに着 いた頃 は,休 暇で ヨーロッ

パに行 ってお られ た。 ヨー ロッパで もそ

うだが,今 回 で も,主 要 な人 びとはほ と

ん ど休暇 中 とい うことが多 く,わ たした

ちの出張時期の むずか しさ も思い知 らさ

れたのであった。

 それ で もア ビジ ャンの博 物館の副館長

A・ ベ クロ氏 は,オ ラス教 授不在 に もか

か わ らず,わ たしの訪問の意図を よく理

解 され,民 族資料 の コ レクシ ョンの紹介

や輸 出許可 の手続 きなどに多大 の援助 を

惜 しまれ なか った。 こ うした援助 な しに

は,と て も収集の仕事はで きる ものでは

ない。

 このア ビジ ャZの 博 物館は,月 曜が休

館 日で,そ う大 きい建 物ではないが,ガ

イ ド1人,守 衛2人 が展示 室 を管理 して

いた。守衛の ひと りは,バ ラフォンとよ

ばれてい る ヒョウタンの共鳴 を利用 した

木琴 の演奏 をや り,観 覧者 の もとめに応

じて演 じていた。展示 は民族(な いし部

族)単 位 でよ くま とめ られ てお り,さ す

がにわた した ちの目には うらや ましいよ

うな標本 が展示 され ていた。

 さ らにその奥 には,裏 庭 を囲む よ うな

形 に建 て られた コ字型の長屋があ り,事

務室 や収蔵室,そ して修理室な どが並ん

でい る。

 修 理 にあた ってい るのはA.コ サ氏 で,

彼 は終 日,完 全 な標本 を2,3点 自分の

まわ りにおいて作業 をしていた。 その方

法は全 く手造 りで,も との標本の材料 を

自分 で選 んで,自 分 の考 えで修復 をす る

のであ った。 それ以外 に,敷 地内 には東

屋風 の作業場が あ り,そ こではわ たしが

訪れ た ときは,い つ も数人の男た ちが作

業 を していた。 聞 くとそれ ぞれ国 内の各

地 の 村 か ら や って きた 男た ちで,彼 ら

は,自 分 の村 の彫刻 や民具 をそこで作 っ

てい るのだ との ことであ った。それは売

るための ものではな く,や は り今 日では

手 にはい らな くなったモノが沢山 あるの

で,一 定期間働 きに来 て もらい,そ の作

品 を博物館 の標本 とす るのであ る。彼 ら

の派遣 は,郡 役所 を通 して依頼す るのだ

とい う。 なか なか きめの細かい制 度であ

る。

 こ こア ビジ ャンの博物館は,ダ カ0ル

とは ちが って ア ビジ ャン大 学 とは関係 な

く,文 部省 の直轄 となって いる。 しか し

実際 には,2,3の 学 生が常時勉 強に来

てい るよ うであ った。

 ア ビジ ャン大学の方には,民 族 ・社 会

学研究所が あ り,わ たしは国連 の専門家

として象牙海岸国文 部省の テレビ教育計
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画 に参画 していた森本氏 を通 して,所 長

のニ ャンゴラン=ブ ー レ教授 ともお会 い

す ることがで きた。教授 はわたしたちの

活動 を非常 に喜 ばれ,博 物館 とは別 にい

ろい ろ協 力で きることを約 された。 また

教授 は,今 まで ヨmッ パ人 の手 に よっ

てすす め られ て きた アフ リカ研 究のあ り

方 の批判 の上 にたって,ガ0ナ をは じめ

とす る西 アフ リカ諸国間の研 究交流 をす

すめてお られ,さ らには東 洋にお けるア

フ リカ研究 に も強 い関心 を抱 いてお られ

た。

 こ うしたア ビジ ャンの状況 は,わ た し

に とって もきわめてめ ぐまれた ものとな

り,ア ビジャンを中心 に収集活動 は順調

にすすめる ことが で きた。 その標本の数

かずは,近 い将来,博 物館 の展示室 に も

置かれ ることになろ う。

 尋 ダ ホ メの3つ の博物館 今 回,わ

たしが収集 調査で訪問 した国 ぐにの中で

は,ダ ホメの博物館が きわめて印象 的で

あ った。 ダホ メ国の国際的な玄 関は コ ト

ヌであ る。国際空港,貿 易港はいずれ も

コ トヌであ る。 ダホ メ大学 もコ トヌの郊

外 に,そ の新 しい校舎 をみせていた。 し

か しコ トヌには博物館 はなか った。

 ダ ホメの首都 は コ トヌか ら25キ ロばか

り東 の,奥 深 い入江 に面 した歴史的都市

ボル ト ・ ノボであ る。 歴史的 とい って

も,フ ランス植 民の中心地 であ った とい

う意味 においてで ある。 ここに民族誌博

物館が あった。博 物館の門は,ダ ホメの

紋様 を彫 りこんだ ものだ し,内 部 の建物

は外壁 に レリ0フ をと りつ けた,隔実 に楽

しい博物館 であ った。館長 のC.M.ダ ・

クルスは,実 務感覚 の豊かな能吏 を思 わ

せ る民族学者 であった。
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彼の連絡によって,わ たしは他のふた

つの博物館を訪ねることになった。はじ

めにコ トヌの西方60キ ロにある古いポル

トガル時代 の町ウイダの博物館 であっ

た。 ウイダは,こ のダホメの海岸が,ま

だ奴隷海岸 とよばれていた時代の奴隷貿

易の中心地である。ウイダの博物館をみ

ておどろいた。その建物はポル トガル時

代の総督府だという。わたしのような浅

学な ものには,建 物そのものが歴史的記

念物であった。そしてその名を歴史博物

館とい う。

 内部の展示は,ポ ル ト・ノボとは全 く

異な り,歴 史的な遺品,ポ ル トガル時代

の砦の模型,古 地図,絵 の記録や写真,

そしてダホメ人が送 られていったブラジ

ルのバピア地方の習俗などが各室に展示

されていた。写真撮影はあ らかじめ拒否

されていたが,そ の展示はわたしに写真

など忘れ させるほど不思議な魅力を与 え

たのだった。

 コ トヌの町から北へ150キ ロばか りの

ところに位置するアボメは,17,8世 紀

当時のダホメ王国の首都のひとつであっ

た。 この内陸の町の中心に,高 い赤土の

壁にかこまれた0角 がある。一角といっ

て も,目 測 もきかないほど広大である。

これがダホメ王国の王宮のあとで,今 は

アボメ博物館として管理 されている。 こ

こは自由な観覧が許 されず,も ちろんカ

メラなどは入口で全部あずけるようにな

っている。

 すでに連絡をうけた館長兼学芸員のア

ソグバ氏の指示で,約2時 間にわた り,

ガイ ドのセクロカ君が旧王宮内を案内し

てくれた。広P王 宮内部には,王 の居室

や王の宝物室,客 室など様ざまな建物が
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あ り,王 の居室 のよ うに昔の ままの もの

は,ま わ りに壁 をつ く り上か ら トタン屋

根 をかぶせて,保 護 してあった。 そこで

セクロカ君 は,王 の後宮 は4000人 い たと

い うことを,宣 言 す るよ うな口調 で語 っ

,たので あった。

 それ ぞれの建物 の内部 には,割 合 ゆ と

りを もって,王 の玉座,シ ャク,装 身

具,輿,照 灯,武 器,ナ ポ レオン時代 の

大砲な ど,様 ざまな王宮遺物 が展示 され

ていた。 それ は もはや民族 の宝物 であ っ

た。民族資料の収集にあけくれていたわ

たしは,そ こに もはやわたしの手の届か

ない世界をみた。それは全 く異民族が手

をふれることを拒否するものであった。

それは歴史を共有する人 びとにとっての

み意味のある世界であった。

 そうした中のひとつは,明 らかに複製

品であった。本物はパリの人類博物館に

飾 られていると語ったセクロカ君の心の

中を,わ たしは決して知ることができな

いのであった。
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